
地

球

第
九
額

た
も
の
で
あ
り
'
節
十
二
苛
の
中
原
及
甘川
原
の
串
下
に
は
北
米
の
地
形

尻
に
訟
4
'及
ぼ
し
､
節
十
式
詩
の
欝
リ
岬
-
地
裁
の
樵
下
に
は
す
代
地

和
樹
の
柑
念
わ
輿

(
て
ゐ
る
)
誠
に
か
1
る
記
餌
は
地
靴
堺
か
研
究
す

え

も
の
に
典
雌
的
な
且
つ
根
本
的
な
知
野

付
供
す
る
も
の
で
あ
る
｡
シ

ュ
･･h
カ
ー
ト
教
授
は
他
出
聯
G
･柵
成
で
あ
る
妬
め
節
二
十
串
の
川
部
衣

の

時
間

裟
以
下
瀬
後
の
人
間
の
血

税
に
覚
る
ま
で
本
譜
の
約
年
分
み
封

や
し
て
地
史
払
興
味
あ
る
杖
に
且
つ
串
間
的
に
静
明
し
て
ゐ
る
｡
抑
筋

の
故
は
非
だ
多
-
.
凸
批
及
蔓

的
代
務
鵬
だ
と
ti
'LH
(
ね
が
エ
-
嬰
払

戻
し
て
居

る｡地
m
t
地
質
の
敢
郡
に
=l=;
リ
碓
池
な
散
別
の
か
松

秘
本

境
か
ら
蜂
ぷ
J
Jと
が
れ
聖

社
則
飴
の
時
の
蘭
紙
に
油
し
三

回
怨
油
俗

地
質
準
藩
で
あ
る
｡
(
N
)

0
山
之
舌
賛
太

内
円
発

表

昭
和
三
咋

音

発
行

非
文

ー中
興
館

定
慣
二
側

地
質
堺
希
の
随
蟹
-
の
よ
し
て
t
,
,

にゝ
内
川
gj]i
i
の
山
の
こ
な
た

が
控ー
現
し
㌔

四
7.(
堅

二
七
六
京
菜
は

し
い
コ
ロ
タ
イ
プ
八
来
り
恩
ひ

出
の
車
に
は
潜
額
の
若
い
口
､
店
津
中
興
校
で
;
放
っ
た
.
E
本
赫

々

職
の
滞
日
の
邸
僻
が
か
い
て
め
る
.
深
見
の
瓜
か
出
も
印
白
い
｡
第
三

符
群
人
の
日
本
親
と
い
ふ
の
に
は
即

･;
い
蹴
炎
が
あ
る
､
南
洋
や
絹
拙氷

に
潜
解
が
旗
行
し
て
見
た
伊
､
感
じ
た
研
.
い
か
に
も
流
暢
に
し
ろ
し

て
あ
っ
て
1

7
紙
筆
他

終
る
ま
で
J
,の
覇
な
懲

亡
し
め
ぬ
桝
に
､
討
潜

の
常
純
の
誓

い‖
さ
,せ
し
め
L
t,J
ゐ
S{･｡
多
-
ほ
北
洋
時
制
と
か
･
日
本

敢
竹
-
か
州
Yhi･;
致
せ
と
か
い
ふ
跳
総
に
相
磯
SJ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
新

解
り
オ
舘
(.f知
ら
ん
-J
す
る
人
i
j
に

?
林
か
す
1
め

る
.
(鮎
川
)

節
三
雄

童U

七
〇

〇
鮮
満
支
義
兄

中
山
jE
昔
著

非

嘗

帖

本
番
は
犬
粗
放
管
長
中
山
jE
藩
代
の

著

述

で

あ
る
･
潜
静
が
大
堅

向

韓
学
校
私
拳
法
し
た
大
正
十
式
中
に
'
朝
鮮
か
ら
満
州
支
那
も
流
行
し

て
瓜
囲
し
た
所
在
放
し
､
敦
従
や
知
太
に
配
っ
た
も
の
で
あ
JC
む
射
版

二
三
二
京
城
良
J
讐

u叫
Li
あ
っ
て
関
に
範
の
AT,
い
た
手
的
J
不

.∫
の
る

深
刻
な
視
察
が

あ
る
と
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
が
､
赫
め
て

広
耐
口
に
湘

方
朗
鮒
砧
各
班
仰
せ
ん
と
努
力
し
た
跡
が
欝
し
-
目
に
つ
-
の
が
何
よ

り
J
う
れ
し
い
,
,と
･,
m
仙
ふ
｡
(勝
目
)

0

地
理

数

科

研

究

第

十

蒜

結

露

詔

鎚

木
綿
は
日
払
地
鎚
都
市
地
誓

約
妨
地
鎚
s
l
17議

に

赦
別
し
て
十
七

持
み
凝
集
し
､
二
八
凹
京
に
な
っ
て
ゐ
る
D
研
究
と
し
て
は
租
島
地
鵬

群
の
地
形
桝
的
考
努

吉
日
腿
)
椀
の
開
花
笹

口
抹
(筋
目
升
聖

で
あ
る

が
牌
島
栗

田
胞
鉱
夫
)
岡
山
iB
(
前Ii
去

蒜

)
前
橋
票

的
不
辰
致
)
石
油

(
川
口
炎
火
)
私
は
i
J
め
御
門
氏
の
輪
島
鎗
小
食
氏
の
郡
内
織
物
な
ど
い

つ
れ
も
阿
向
く
訊
ん
だ
U
終

丁
碑
以
後
の
絶
日
銀
が
附
い
て
ゐ
る
｡

(砿

:-)

雑

報

書

●
-

-
●
-

●
l

I-

--i～

l土

0
輪

島

塗

触

手

の

愉応
町
で

は

火

正

十
四

年

庇

に
支
那
準

二
十
七

抗八
百
凶
日
本
紀
淡
十
些

事

五
官
柑
各
桁
光
し
㌔

近
小
口
木
炭
の

様
州
が
減
少
す
る
の
で
荷
印
不
般
で
あ
る
が
･
能
賓
の
凪
:",r

m.G
乎
併

何
部
､
倍
州
､
加
幻
､
飛
脚
林
か
ら
獅
多
少
心
緒
し
て
1
,
,の
地

に

歳



く
.;
れ
ろ
J

升
汲
淡
は
良
封
恥
以
て
銘
あ
る
も
批

鍵

は
少
い
ら
し

い
D

γ
ナ

輪
島

に
鴇
物

が
碓
放
し
た
節

叫
.*
靴
は
･
,和
地
に
柚

､

″
キ
マ
キ
と
い

ふ
良
材
が
多

い
こ
-
に
池
川
し
た
の
で
丸
h=･が
'
妃
兆
地
力
床
が
緋

成

ア
テ

し
て
常
北
の
館
林
鵬
か
･ト
中

々
二
千
.石
和
職
人
i-▲
る
｡
梢

は

主
と
し
て

端
的
の
根
11,
7
尺
こ
寸
以
上
の
良
材
か
Jl
と
ろ
父
棒
材
一秒
椀
的
に
用
ひ

る
･
,
)れ
も
北
隣
に
多

い
製
材
で
あ
る
'
第
二
に
=
の
愉
良
.1
代

地
之

粉
と
い
ふ
の
が
あ
る
･
町
の
両
班
端
の
小
峰
山
,1
雅
兄
さ
れ
た
萌
褐
色

の
粘
土
で
之
み
ti:
に
て
つ
ミ

丸
め
て
乾
し
焼

い
て
詑
褐
色
と
な
り
た

る
み
伸
び
鵜
4
,て
粉
に
す
る
-
め
で
､
之
か
下
地
鰭
に
す
る
の
で
､
は

げ
ね
と

い
ふ
て
ゐ
ろ
｡
か
-
て
輸
出
鰭
げ
駐
韓
袖
以
て
天
下
に
冠
Li
る

に
東
リ
火
敦
出
席
で
な
-
て
,
班
女
出
産
私
や
る
と
=
ろ
に
､
,
lの
地

特
産
の
名
擬
が
あ
る
と
い
ふ
Q
か
う
L
ii
地
方
特
産
は
永
久
に
保
誰
畿

鵡
せ
し
め
た
い
も
の
で
あ
る
｡

o

絹

州

の

立

通

支
那
稲
川
地
方
に
は
執
LIJ
跳
氾
計
韻
と
L
t,J
は

耐
州

枇

州

税
及

.F=a

州

､
羅
門

､

洲
.g
､
既
知
粒
特
称

々
噌
ぜ
ら
れ
た
る

も
政
柄
多
轡

練
親
鰐
芝
の
癖

柄
､
未
だ
班
現
す
る
に
売
ら
ず
O
絶
て

油
江
に
位
日
光
佃
は
怜
送
で

f
る
ー
-

､･.尼
捌
航
路
松
村
す
る
は
供
か

日
琴

南

の
み
に
し
て
､

此
間
支
那
の就
航
か
見
ろ
J
.
不
先
細
に
し

て
設
仰
荷
役
鮮
到
底
日
英
の
髄
節
舶
た
る
能
托
す
'

何
-

7
分
日
本
朋

は
北
部
に
英
阿
朋
は
岡
部
.1
､
･E
･I
隔
別
み
設
け
就
航

ぜ
ろ
が
故
に
､

今
日
に
於
て
代
金
-
如
競
争
の
現
舵
に
て
､
北
ハ他
の
外
剛
舶
と
し
て
1

茶
の
輸
出は
期
に
於
て
､
之

が
摂
取
の
矯
附
時
好
粘
す
る

に
過
ぎ
ず
'
日

下
脊
髄
軸
の
状
況
払
袈
記
す
れ
ば
大
の
如
し
｡

耶

鞘

航

路

前
郷
大
押
紙

波
除
.岬

州
純

絹
州
上

脂
紙

同番

淋

踊
州
税

同耐
州
解
氷
繰

a-｡

渦

回

故

･:T
･･
-

=････
‥
山

同

凹

阿

支
那
三
北
政
司

二

回

支
那
約

滴

局

二

回

郎
欝

即
断

那
脈
管

回

支
那
骨
安
公
司

二

回

同
大
鞭
汽
船
公
司

不
乾
期

締
州
三
却
襖
純
同

郡
記
公
司

同

幅
州
娩
州
繰

回

正
記
公
司

同

岡

田

乾
容
公
司

同

好

粘

地

高
雄
､拡
隙
'
弼
州
'
】上
脂

珊
桔
'
犬
沖
､
大

地

拡
降
･
抑
州
'
淡
水

諾川
村
.じ
柘

t仙川
J
ノ
1'ー

同番
継
'油
頭
､
庇
門
､
締
州

同阿
州
､
底
門
､
納
所

香
港
'
厨
如

耐
州
'
三
部
映
､
抄
は

阿
州
､
興
北
'
泉
州

同

表
に
示
め
す
ご
と
-
就
航
舶
の
絶
て
ば
両
州
私

ク
ー
"'
…

と
鵠
し
､

南
北
支
那
約
梓
及
蛮
讐

三
方
.1
舶
路
若

す
る
が
故

に
'

内
地
志

と
の
巡
婦
細
絡
榊
滑
な
ら
す
輸
送
期
の
延
長
'
稗
村
の
出
損
琴
.1
依
る

商
取
引
の
損
寄
港
し
く
,
硝
安
党
易
の
数
加
競

寄
す
至

と
鰐
か
ら

ざ
ろ
わ
迫
憾
と
す
.

〇
教

材

の

輸
入

是

が
未
開
か
ら
禁

露

人
L
去

竺

九

二

蒜

か
ら
で
あ
る
･
本
親
日
本
は
木
材
の
虫
酸
閥
で
あ
る
が

完

二

〇
叫
の
冬
型

景

他
の
都
綿
に
火
災
が
め
っ
て
､
忠
地
な
る
解
凍
が
ぬ

じ
iI
際
.1=
栄
樹
で
木
材
の
祁
場
が
三
十

K'
弗
僚
(千
ア

ド

メ
-;n

ア
)

が
十
九
抑
九
十
八
仙
に
1
滞
-

侭
滋
賀
が
安
去

る
と
い
ふ
こ

空

｡

孟

-

七
1



地

域

弟
九
埴

槻
骨
に
邦
と
て
'
日
本
Li
な
ら
れ
た
が
.

7
九
二
三
の
大
館
鬼
で
絹
甥

が
大
樹
如
し
だ
の
で
､

1
九
二
三
年
ri
は
七
倍
四
千
前
ボ
ー
ド
メ
ジ
ユ

ア
私
輸
入
し
た
の
で
あ
る
｡

T
九
二
四
年
に
は
八
倍
耽
､

E九
二
五

坤

に
は

六
億
四
千
前
､

I
九
二
六
年
に
は
九
億
千
九
付
前
肘
･･
ド
メ
･･,b
エ

ア
と
題
逝
し
て
ゐ
る
｡

栄
樹
の
輸
入
さ
る
ゝ
凸
産
地
は
カ
ス
ケ
ー
ド
山
脈
か
ら
太
平
洋
梓
の

bt
y
ノ
ト
ン
､
オ
レ
ゴ

ン
両
州
で
あ
る
'

=
の
地
域
に
あ
る
硯
放
水
の

故
は
米
何
条
鵬
の
三

分

I
p
約
七
千
倍
ガ
ー
ド
メ
汐
ユ
ア
の
火
も
数

(

る
O
松
'
移
'
椅
韓
が
虫
嬰
材
で
'
我
図
に
入
る
米
材
の
年
数
以
上
は

北
梅
迫
松
に
妃
い
米
独
で
あ
る
'
=
の
未
は
尚
甘
七
十
五
択
乃
三
二
甘

五
十
呪
政
経
大
沢
乃
茨
九
沢
之
本
棟
に
す
る
と
紐
奥
材
に
な
る
の
で
､

米
紺
で
も
稲
川
が
多
い
｡
軟
材
巾
の
叔
弧
材
で
耐
水
件
が
狙
い
故
に
泣

舶
材
料
や
迫
路
放
用
に
珍
流
さ
れ
る
｡
五
年
前
に
は
日
本

へ
入
る
米
材

の
五
分
の
E
Iま
で

ほ桁
の
納
材
で
あ
っ
た
が
､
其
筏
移
'
怜
'
椛
等
が

入
る
や
う
に
な
っ
た
｡
米
砂
は
此
方
で
は
主
に
屠
殺
兜
の
朴
枚
に
す
る

日
本
で
は
主
に
f
･流
以

上
の
天
非
核
引
戸
串
に
す
る
｡

櫛
は
叔
妃
日
本
で
凸
産
が
城
i)
た
の
で
'
そ
の
代
用

と
し
て
富
i決

り

家
に
放
け
る
内
部
搬
飾
鮒
二
物
に
州
ひ
ら
れ
､
日
本
に
輸
入
さ
る
1

米

材
中
点
高
僧
の
品
で
あ
る
｡
.

又
日
本
に
入
る
米
枕
は
'

米
松
よ
り
-
格
安
で
代

用品
と
し
て
祉
築

鼎
に
枠
組
Ai,れ
解
放
.
大
網
､
節
材
に
用
ひ
る
｡

日
本
の
市
塊
に
於
て
米
材
は
外
囲
材
の
八
割
に
･1
;る
が
今
日
で
は
肖

伯
利
改
材
が
狙
蹄
で
あ
る
｡
し
か
し
シ
ペ
=
ア
材
は
米
於
Li
此
し
品
質

節
三
班

蓋

EI

ziJ]
7

奔
埠
で
あ
さ

り
し
い
O
=
･･,
で
'
米
松
と
はI
D
.
u
g
h
s
F
山r
格
と
は

w
estern
red
C
ed
串

槍
と
は

P
o
rt
･O
r
f.
ri

C
ed
ar

株
と
は

p
acific
H
e
m
lo
ck

相
と
は

S
itk
a

S
p
r
a
‥e

み

い
ふ
め
で
あ

る

｡

0

ルー
ル
地

方

の
交

適

地
糊
み
放
い
て
ラ
イ

ンル

ー
ル
地
方

な見
る
と
､

=
1
に
デ
ユ
イ
ス
ブ
ル
グ
私
印
心
ま
し
て

デユ

タ
セ
ル
ド

〝

7
､
レ
ム

y
ヤ
イ
ド
､

エ
ル
パ

フ
ェか
ド
'
パ

ル
メ
ノ
.
ハ
ー
グ
ノ

ド
ル
ト
ム
〆
ド

t
.肘
グ
1.
.
ゲ
ル
や
ノ
キ
ル
へ
〆
､

エ
･h
セ

リ
P
オ
ー

バ
ー

ハ
ウ

せ

y
､
,Jf
エ
ー

ル
ハ
イ

1-
'
ハ
ム

か

ル

ソ
､
グ
レ
ー
プ
工
か

ド
､
シ
ュ
ン
へ
ソ
グ
ラ
ッ
パ
ツ
ハ
韓
鵜
多
の
エ
米
田
が
聯
兆
し
て
ゐ

る

の
が
わ
か
る

､
弼
泡
二
光
の
中
心
地
た
る
J
Jと
勿
滴
で
､
現
に
デ
ニ
イ

ス
プ
ル
グ
み
中
心
と
す
る
.ワ
イ
ン
ル
ー
ル
沿
肘
虹
に
は
料
地
石
栄
光
の

三
介
竺

1'
敬
鋤
集
の
阿
分
三
が

路

申

し

､
抱
泡
労
働
者
約
二
千
粥
人

の
凹
分

I
が
=
1
に
働
-
と
同
時
に
践
迫
袋
物
輸
超
の
三
分

T
が
=
1

･1
行
ほ
れ
る
の
み
見
る
と
､
紐
解
上
い
か
LL
,
あ

地
方
が
或
5
.で
あ
る

か
み
知
る
で
あ
ら
う
0
ル
ー
ル
石
淡
の
槻
武
豊
は
地
下
千
栄
次
の
拭
き

数
に
五
官
五
十

r
億
喝
と

紬

先

さ
れ
る
'
現
衣
年
に
約

丁
倍
二
千
筒
内

外
み
探
測
す
る
と
ぜ
げ
､
滑
水
約
四
甘
年
乃
東
田
甘
五
十
年
故
の
諒
命

が
あ
る
｡
=
の
盟
宵
な
る
石
淡
私
有
す
る
限
り
狗
泡
の
工
業
は
束
へ
な

い
'
ル
ー
ル
の
石
炭
は
樹
内
解
邸
私
充
た
す
外
'
治
外
に
も
輸
出
さ
れ

此
ス
カ

ソ
ヂ
ナ
ビ
ア
牛
姑
､
バ
ル
ト
猫
沿
梓
よ

り
撤
洲

火
隣
'
地
中
悔

諦
図
に

及
び
'
前
年
英
樹
の
石
就
航
火
大
同
兇
触
発
に
際
し
て
は
泣
-

加
奈
陀
へ
i
桧
山
さ
れ
た
｡
れ
石
米
の
総
出
は
製
拙
光
祐
勃
興
せ
し
め

た
'
ア
ル
サ
ス
JZ
I
レ
ン
も
火
ひ
た
ろ
彼
似
内
に
は
イ
ル
セ
デ
ザ
ル
タ



す
り′
グ
ー
､
及

1
1
ン
デ
ィ
ル
地
楓
共
仙
金
的

舟
計
約
十
二
位
七
千
鞘

噸
払
判
赦

す
る
の
み
で
わ
あ
か
ら
､
虫
と
し
て
供
給
7世
外
相
に
仰
ぎ
~

･
ル
サ
ス
ロ
ー
レ
りあ

外
和
地
及
ル
ーク
セ
ン
ブ
〝
グ
か
ら
輸
入
し
て
ゐ

ろ
｡
か
く
て
石
=･hJ
と
蛾
と
も
納
び
つ
け
弼
逸

工
業

の
一小
心
と
な
っ
て
ゐ

る
こ
と
に
常
の
曲
り
で
あ
る
'

デ
エ
イ
ス
ゾ
ル
ゲ
〃
I
ル
船

と
は
ル
ー
ル
河
の
ラ
イ
ン
本
流
に
食
す

る

蒜

の
両

船
の
名
和
で
あ
る
が
･
撃

ち
河
川
舶
兆
舶
別
の
出
入
す
る

帖
で
あ
っ
Y
,
冊
鼎
放
火
の
河
胎
と
い
っ
て
よ
い
'
促
し
,)の
粘
空

っ
で
な
い
･
ル
ー
ル
オ
レ
ト
粘
､
ア
ユ
イ
ス
ア
ル
ク
聖

iT

i=
フ
エ

ル
ド
胎
･
ル
ー
ル
オ
ル
ト
銘
造
船
の
凹
つ
の
r倉
科
で
あ
る
0
獅
此
外
T1

ラ
イ
ン
及
ル
ー
ル
に
泊
ふ
て
ク
ル
ッ
プ
､
フ
≡

ク
ス
､
テ
ィ
･>･セ
リ

等
親
多

の

淑
慧

品

･
石
淡
骨
純
の
緋
卸
鮎
が
,
,れ
に

入
る
か
ら
'
い

か

に
J
大
き
い
河

船
で
あ
る
｡
此
地
に
聯
紡
す
る
焚
菰
榊
閑
と
し
て
は

-鵡
多
餓
道
紋
路
の
外
史
に
ラ
イ
ン
へ
〝
ネ
述
河
Li
よ
っ
て

ド
〝
ト
ム

旅

し
北
ハに
籾
池
の
北
鵬
珊
警

ム

デ
y
･
グ
-

メ
ソ
ド
超
し
､
他
方

ウ
イ
二
川
71
よ
り
上
流
は
同
軸
瑞
朗
.1
由
幸

は
和

樹
･E耳
鶴
か
ら
軸

外
に
空
ろ
か
ら
共
石
･･･加笈

製
産
物
の
輸
出
に
も
仮
が
ェ
-
･
北
ハの
卵
料

の
噸
石
や
多
数
人
目
の
軸
求
す
る
細
葉
材
料
食
獅
n完

輸
入
す
る
に
ふ

い
.
現
.1
計
試
中
の
ハ
ノ
ザ
班
河
竣
工
の
鵬
f1
は
､
こ
ゝ
の
石
炭
が
北

隅池
.1
日
て
英
囲
･:状
7品

接
し
'
駐
'1
%ー
央
孤
河
が
川
寂

れ
は
も

T
つ

有
利
に
旭
関
す
る
竿
で
あ
る
｡
iiE.し
ル
ー
ル
帖
の
輸
出
入
放
物
代
地
石

…

状
の
如
き
大
魚

瓜
で
あ
る

か
ら

永
迎
の
一利
が

わ
あ
ー｡
か
-
て
蛾
前

r
九

三

叫
に
七
甘
九
十
孤
棚
の
鉄
鎖
か
産
山
L
Li
.あ

地
方
は
本
年
は
九

か

報

〟
,･.Jj
に
九
付
七
十
鞘
棚
J
i=%
米
迄
に
約
千
三
.･1
鞘
噸
み
錐
す
る
か
ら
'

職
前
の
約
倍
糾
.1
な
っ
た
･り
む
見
れ
ば

い
か
に
狗
迫
の
役
輿
の
砧
か
･k;

る
払
知
り
う
ろ
で
あ
ら
う
O
石
…次
も
年
餌

7
位
三
千
溺
暇
に
曲
し
埴
朗

の
床
に
約

7
割
一世
相
加
L
t
銅
も

7
九
二
五
咋
Li
は
甘
九
十
前
噸
私
締

出
し
㌔

,
)れ
も
蛾
前

丁
九

二
ニ
坤
の
甘
八
十
胡
喉
に
比
し
て
十
筒
噸

の
聯
加
で
あ
る
･
轡

あ

上
に
穀
物
取
引
の
盈
J
甚
だ
瓦
桝
に
上
っ
て

ゐ
る
こ
と
み
附
記
し

て

お
き
た
い
.

〇
レ

ニ
ン

グ

ラ

ー

ド

港

海

運

の
復

活

昨
票

月
協

京

の
悔
雄
は
桁
鼠
か
鼓
し
同
月
中
入
船
舶

三

六
琴

共
中
七
六
袋
-‡
蛙

村
榊
な
り
L
rJ
雑
五
〇
生
11
機
械
･
エ
惣

m
t
他
蝉
警

川
､
セ
ル
｡
-

メ
･
墾

樹
唱

ケ
プ
ラ
威

し

排
､
笠

欝

望

､

三

〇
噸

払
拭
城
L
氷
れ
リ
､
叉
同
月

中
〓
船
舶
に
九
九
垂
に
し
て
木
材
'
油
粕

骨
粉
･
煉
瓦
,
粥
践
蝕
,
枚
演
､
バ
t8
-
､
肉
'
釣
卵
等

二

九
､
五

八

〇
噸
み
析
出
L
L
iリ
､
禁
瓜
す
べ
き
に
八
月
･II
y
ダ
イ
エ
ッ
ト
聖

二

七
生
の
出
搬
し
た
ろ

=
と
血
筋
蜘
商
船
隊
は
清
々
弧
火
と
な
り
つ
､
め

り
0職

前
胎
外
の
主
嬰
穀
望

郷

(
小
&
'
裸
聖

火
&
.
湘
&
.
玉
野

黍
)
の
組
愉
出
郷
の
申
.1
托
錨
日
出
の
占
め
た
る
平
均
塵
の
制
令
は
二

割
七
分
八
屈
に
達
し
i1
る
が
'職
級
=
の
制
令
1‡
潜
し
-
減
少
し
'
完

二
三
-
二
四
年
は
八
分
,

完

こ
凹
-
二
五
年
は
凶
作
に
Y

7
分
五
允

完

二
五
-
二
六
年
は
七
分
七
短
ま
で
阿
彼
L
i1
る
が
本
年
庇
は
八
分

位
に
な
れ

リ
O
蕗
困
り
顔
穀
は
渦
池
内
か
聖

と
し
て
和
樹
及
英
国
之

に
つ
ぐ
｡
其
戟
餅
凶
は
米
'
加
'
軍

裸
の
各
洲
也
U

]
..]･M

七
三



地

頚

部
九
堪

0
露

園

の
茶

穀

曙

蛾
的
線
脚
は
約
四
百
五
十
純
朴
虻
の
恭
払
給

費L
LI
が
其
僻
的

叫
借
倒
に
上
つ
㌔

此
炎
火
な
余
は
主
と
し
て
支
那

小牧
財
政
北
ハ紡
拭
地
に
地
先
L
L;

服
飾
戊
非
命
の
数
咋
氷
､
茶
の
輸
入

及
耐
難
は
漸
減
し
た
が
､

T
九
二
二
坤
よ
り
湖
-
反
別
JJ
し
て
炎
の
誠

+*
樹
加
L

T
九
二
TTII春

71
に

二

'
九

T
O
､

〓
ハ
iハ
進
些

事

舵
斑

の
輸
入
が
あ
る
､
そ
=
で
踏
出
鮪
問
は
囲

内で
茶
の
栽
桁
地
と
し
て
池

;:==
な
る
地
方
と
し
て
筏
拭
加
索
の
叔
四
部
バ
ツ′
1
4
郊
外
に
牲
i=:q.L
は

i
)め
た
〝
こ
､
H
約
三
十
叩
前
か
ら

7
恭
菜
科
の
手
で
茶
栽
拙
私
計
紙皿
･

n
.れ
L
:析

で
あ
る
が
'
分
地
化
後
､
共
仲
村
茶
州
が
雇
傭
鎗
カ
に
よ
り

改
称
の
総
督
す
る
糎
鱗
糾
純
に
(>:ち
か
は
つ
て
､
グ
ル
メ
ヤ
拭
布
地
ト

ラ
ス
ト
の
管

州
に
瓜I
し
て
孜
､
火
ii
改
止
み
加

へ
T九

二
六
年
に
は
チ

ャ
イ
､
グ
ル
メ
イ
骨
紙
が
;
水
て
忠
に
琳
英
私
脱
開
し
た
の
で
､
今
日

は
非
脱

刺
産
糾
甘
湘

赴
光
に
上
る
や

う
に
な
り
'
炎
と
し
て
二
十
先
端

拡
瓦
哲
郎
出
し
た
'
今
日
の
計
務
に
よ
れ
ば
十
非
役
に
チ
チ
ウ
イ
ン
ス

っ
-
地
方
で
製
茶
約
五
甘
鵜
端
太
に
上
る
見
込
で
･め
り
'
少
く
と

も

除

人
の凡
三
分

7
ほ
脚
内
供
給
の
月
払
が
班
現
す
る
ら
し

い
0

0
日
革

蔑
領
n

y
ゴ
ー
鋸

黄

の
発

展

･;
叫
童
餌

:

ど

ー
の
申
で
'
繊
業
⊥
=.M
も
誼噂
な
る
は
其
の
糾
南
隅
に
め
る
カ
タ
ン
か

州
(
弼
祁
六
五
i=･:ガ
堅

･;
人
二
六
〇
〇
人
)
で
あ
る
0
紀
氷
雨
阿
の
認

船
と
の
問
に
ほ
.･=;
接
に
拙
泊
の
辿
給
が
完
成
J
､
レ
オ
が
〃
ド
ビ
ル
､

ガ
マ
と
は
河
川
と
践
迫
と
の
焚
血
糊
脚
に
･人
づ
て
如

し
柑

る
に
宝
リ
､

飛
行
郵
便
-
刑
川
さ
れ
ろ
棟
.1
な
つ
ii
｡
ア

ノ
ゴ
ラ
指
揮
の
ロ
ビ
ト
田

h
･
I
b
J
カ

タ
ゾ
が
.i
何
つ
て
洲
攻
に
践
7.I)
が
囲
曲
し
っ
･.
あ
る
｡

郡
u
L胡

二

表

4
匹

ヵ
グ
γ
か
紙
袋
伊
仙
は
7

九
二
六
年
庇
.1
於
て
火
税
収
も
な
し

7
億

四
千
川
宵
端
フ
ラ
ン
加
地
出
光
,1
㌧

7
億
七
簡
伯
フ
ラ
ン
ね
材
料
姓
他

の
謝
出
に
投
資
し
'
愈
比
E3.
立
::==
初
よ
り
の
総
出
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班
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凹
億
二
千
五

首
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フ
ラ
ン
に
連
し
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隼

心
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村
名

な
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銅
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に
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し
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カ
ム
か
-

ブ
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山
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エ
ト
イ
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肘
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叔
起
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ル
ア
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銀
山
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､
現
在
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苧
b
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ゝ
J
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銀
山
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等
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中
カ
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肘
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六
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十

六
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千
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噸
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出
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銅
銀
石
四
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手

九
首
米
噸
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カ
ツ
銀
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三
鞘

五
千
米
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韓
拍
し
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調
査
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柵
鱗
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ほ

れ
､
拭
銑
設
僻
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す
る
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北
ハ
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柵
斑
紋
虫
と

銃
座
僻
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益
々
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加
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趨
勢
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あ
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O

中

央

拙
光
銀
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〇
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〇
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ウ
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あ
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叫
九
二
五
年
千
五
打
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､
1
九
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六
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･
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瀞
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挑
リ
､
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っ
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あ
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が
誤
人
山
労
働
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測
っ
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る
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T
九
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九
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坤
に
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坤
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坤
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叫
九
二
C
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〇
噸
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出
し
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7
九
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坤
に
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T
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開
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平
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陽
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(前
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の
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関
谷
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紋
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あ
り
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す

か
ら
命
交
わ
末
の
如
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訂
jE
L
i
t.す
o
)
(嗣
嘩
†
)
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昏
山

崎
関
の
槻
食
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耽
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す
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故

へ
始
め

る
時
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足
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